
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Soolety 　of 　Hlstoohemlstry 　and 　Cytoohemlstry 　（JSHC ｝

ID−29

抗破骨網胞 モ ノク ロ
ーン抗体に よ る認識抗原

の 細胞 内局在

ID−30

開口分泌に ともな う形質膜膜 タン パ クの 動態

長濱 信
一

，格谷義徳 ，大 橋弘嗣 ，嶋崎晶義 ，

（大 阪 市立 大 学 医 学 部　第二 病理 ）

小川 裕三 ，八 木俊雄

（大 阪大学歯学部　 囗 腔病理 》

佐原紀行、鈴木和夫

（松本歯大 ・ 口腔解剖第 2 ）

　我 々 は 、以 前に 、産 卵期成鶏の medullary

boneを用 い て 、破骨細胞 の 特異的 マ ーカーと

して 、モ ノク ロ ーン 抗体 を作製 し得た 。こ の

抗体は破骨細胞の み に 反応 を示 し、他の 血球

や 網内系細胞 との cr 。 ss
−・
reaeti 。 n は認め られ

なか っ た 。そ こ で 、こ の 抗体 の 認 識 する抗原

の 局在 を知 るた め 、電顕的検索 を行 っ た 。抗

破骨細 胞抗体 に対す る反応性は 、脱灰操作に

よ り損なわれ るた め 、試料と して medullary

boneの stamp 標本及び 、分離破骨細胞 を用い た。

ste 囗lp 標本は 、風乾後 、4XPFA を用い て 5分間脚

定後 、一
次 抗体 と overnight 　 incubate し、順

次 、peroxidase 標識二 〜欠抗体 と 反応 、　 DAHに よ

り発 偽 、後 固 定、脱 水 、 樹脂 包埋 した。一・
部

は 膜可 溶化 の た め O．5XTrit。 n　 X−10  に て処理

した ．破骨 細胞の 分 離 は ナ イ ロ ン メ ッ シ ュ を

用い た炉過法に よ り行 い 、還沈 したpellet を

一次抗体 と4℃ ，3時i謝反応 後 、4XPFA，
　 O．IXグ

ル タール ア ル デ ヒ ドに て圃定 し、その 後は 同

様に 、二 次 抗体 と反応 、発 色、後固 定、脱水、

樹脂包埋 した ．

染 色性は主 に細胞膜上 に認め られ 、それは特

に ruffled 　 b。 rder 周辺 に集中 して い るよ うで

あ っ た 。また膜可溶化 後の 襟 本では 、細胞内

vesicie に染 色性 を認め た ，

　ラッ ト耳下腺腺房細胞を分泌刺激し 、 開口

分泌に おけ るluminal　 membrane の 膜タンパ ク

質の 動態を Dipeptidyl　 peptidase （DPP）IVを

マ ーカーとして用い 免疫電顕的に 検討 した 。

　分泌刺激前の 腺細胞で は 、 DPPW は luminal

網 mbrane に 特異的に局在 し、顆粒膜に は反応

は認め られなか っ た。しか し、分泌刺激後、

luminal　 membrane に次々に融合開口 した顆粒

膜に はDPPIV陽性反応が出現した 。 分泌刺激

後30分以上 をすぎると 、 ほとん どの顆粒は放

出され、腺腔は著 しく拡張する。 この 時期に

は、DPPW は拡張した腺腔を形成する h翻 nal

membraneez 一
様に分布してい た。 すべ ての顆

粒が 放出され 、いわ ゆ る余剰膜の 処理過程時

に は、lurn　i　nat 　 membrane に多数の DPPIV陽性

の pit ，
　 tubule状の 構造物が観察された 。 ま

た 、 細胞質内の 様々な形態の tubule，vacuole

および lysosomeなどもDPPIV陽性で あ っ たが 、

Gol呂i槽に は反応が認め られなか っ た。

　以上の結果 よ り、 開口 分泌に ともないある

種の形質膜膜タンパ クは、顆粒膜に移動し、

余剰膜処理過程で はこ れ らの膜 タンパ クは顆

粒膜 とmix された状態で細胞内に 取り込まれ 、

一
部は lysosomeに より水解され 、

一
部は形質

膜に もど り再利用され る可能性が考え られ た 。
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